
 

執行猶予3～4年を言い渡しました。 

 判決によると、密漁グループは昨年10～11月にかけて、潜水器を使ってアワビ151.98kg(1

05万3,600円相当)、イセエビ8.56kg(2万6,568円相当)を不法に採捕していました。 

」と題して、また、御前崎漁協婦人部(発表者：吉村トキエ氏)が第5分科会の

において「郷土料理“がわ”を通した地域交流」と題して、夫々日頃の成果

た。 

坂井平田漁協青壮年部は水産庁長官賞を、また御前崎漁協婦人部は全漁連会

賞しました。 

に対応する「自主ルール」を導入 

農林中金では、このほど4月1日からスタートするペイオフに備え、破綻未然

する「自主ルール」を導入することを発表しました。 

と、基本的方向は漁協系統信用事業が水産業の振興に的確な役割を果たし、

者の信頼に応えうる事業体制の確立を目指しており、具体的には県域におけ

事業責任体制」による事業・組織の再編・強化を図ることとしています。 

は、①業務の健全性・適切性の確保に関するルール(体制・業務に関する法令

ルの遵守) ②破綻未然防止に関するルール(モニタリング、経営改善の取組

) ③再編・強化に関するルール(基金(指定支援法人)への財源拠出、同基金

動) の3つで構成されています。 

連創立10周年記念大会開催 

・虎ノ門パストラルにおいて、創立10周年記念大会を開

が参加し、西田良一全国漁青連会長の挨拶、木下寛之水産

賓祝辞に続いて、優良漁協青年部表彰、歴代会長・設立

き記念パーティーでは宮原邦之全漁連常務の音頭で乾杯

ター・山下ひろみ歌謡ショーなどで盛り上がりました。 

、本県から沼津市漁業協同組合青壮年部連絡協議会(塩谷

泰則会長)が しました。 
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１．本会人事異動 第1次内示を発令 

 本会では、このほど職員の人事異動(第1次内示)を次のとおり発令しました。(カッコ内

は旧役職) 

▽参事 大村久男(参事兼総務部長) ▽総務部長兼総務課長兼施設利用課長事務取扱 

増田恵一(指導部次長兼組合課長) ▽焼津事業所次長 宮崎直樹(総務課長兼施設利用課

長事務取扱) ▽漁政課長代理 松永 修(焼津事業所次長) ▽組合課長兼漁協合併推進

室長 森 幸裕(漁協合併推進室長) ▽賀茂出張所長代理 西野朝善(沼津事業所主任) 

▽沼津港湾事務所長 渡辺克己(沼津事業所主任) ▽沼津事業所主任 田村庄一(沼津港

湾事務所長) ▽総務課主任 森 真基(漁政課主任) ▽組合課主任 池ヶ谷 渉(漁政課

漁政担当主任) ▽漁政課漁政担当主任 岩ヶ谷寿保(団体課団体指導担当主任) ▽施設

利用課 松永 仁(総務課) ▽購買課 村松 豊(総務課) ▽沼津港湾事務所 金子達朗

(沼津事業所) ▽沼津港湾事務所 大石 衛(賀茂出張所) ▽賀茂出張所 曽根 優(組

合課) 以上4月1日発令 ▽焼津事業所 五十風 純(経理課)＝5月1日発令 

２．下田、南伊豆のアワビ等の密漁裁判 密漁グループ7人に有罪判決 

 下田、南伊豆の沿岸でアワビやイセエビの密漁を繰り返し、漁業法違反と県漁業調整規

則違反に問われた密漁グループに対する判決公判が、このほど静岡地裁下田支部で開かれ

ました。 

 公判で、高山光明裁判官は「資源保護の観点かも許されない行為で、役割分担して組織

的に行うなど悪質」として、7人の被告に対し、それぞれ懲役6～9ヶ月、罰金20～40万円、

取り組んで－
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５．全国漁青
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催しました。

 大会は全国
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し、漁協の共

 なお、優良
紹介「水産食品ＨＡＣＣＰのＱ＆Ａ」 

ＡＣＣＰ方式導入に関する様々な課題や誤解などに対する実践的な104の質問

ＣＰ導入コストのほか、実際に加工の衛生管理の業務者が新

、認定を受けることを想定した内容も紹介しています。 
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止対策講習会 (浜名漁協) 
３．第7回全国青年・女性漁業者交流大会開催 

 去る3月6日～7日の両日、東京・虎ノ門パストラルにおいて、第7回全国青年・女性漁業

者交流大会が全国の青年・女性漁業者等約600名の参加のもと盛大に開催されました。 

 当日は全国から54グループが参加し、①漁業技術部門 ②増・養殖部門 ③漁業経営部

門 ④環境保全部門 ⑤地域活動部門 の5分科会に分かれ、日頃の研究、実践活動の成果

を発表し合いました。 

 本県からは、坂井平田漁協青壮年部(発表者：森田和利氏)が第4分科会の環境保全部門に

おいて「榛南地区のサガラメ、カジメ群落の復活を目指して－藻食性魚類アイゴの駆除に

とその回答を収録し、ＨＡＣ

たにＨＡＣＣＰ方式に基づき
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７．諸会議・日程（3月19日(

3月19日(火) 県桜えび漁業組

3月22日(金) 県漁連＝坂井平

3月27日(水) 県漁連＝密漁防


